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１．NEXCO西日本 概要
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事業概要

■建設事業■保全事業

■ＳＡ・ＰＡ事業 ■技術開発・海外事業

鉄道駅舎点検（アメリカ） 道路PPP事業（インドネシア）

超高耐久橋梁（別埜谷橋）

新名神高速道路（城陽市）

宝塚北SA（外観）

リニューアルプロジェクト防災対応

交通管理

佐世保道路

新名神高速道路

壇ノ浦PA（外観） 壇ノ浦PA（内観）
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事業概要

出典：NEXCO(東・中・西日本高速道道路)の更新計画（概略）について（令和5年1月31日）
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事業概要

3,625 km営業延長
(2026.6時点)

新設区間 72 km
4(6)車線化区間 211km

建設延長
(2026.5時点)

306 万台 / 日利用台数
(2024年度実績)

7,801億円営業収入
(2024年度実績)

○ 福井・滋賀以西の２府２２県において、高速道路約３，６２５ｋｍを管理

○ 新設事業：新名神高速道路など６道路約72ｋｍ

○ 改築事業：佐世保道路など約２１１ｋｍの４車線化又は６車線化
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2．NEXCO西日本の橋梁の現状
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高速道路の供用年数の状況（ＮＥＸＣＯ西日本）

出典：NEXCO西日本 インフラ長寿命化計画（行動計画） 報告書（令和3年11月12日）
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ＮＥＸＣＯ西日本の経過年数の推移（橋梁延長）

現在2026 平均経過年数 37年

1963年の名神開通より６３年が経過

km3,625路線延長
（下り線延長）

km1,274橋梁延長
（上下別）

橋8,526橋梁数

連14,000連 数

径間47,000径間数
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ＮＥＸＣＯ西日本の橋梁の健全性分布（橋梁数）

2巡目（R1～5年度）の点検結果

(R7.5.22 業務点検フォローアップ検討会資料から引用）
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高速道路の供用年数の状況

昭和38年 7月（1963.7） 名神高速道路 栗東～尼崎 71.1km開通

出典：高速道路の資産の長期保全及び更新の在り方に関する技術検討委員会（第９回）（2024年9月）
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出典：高速道路の資産の長期保全及び更新の在り方に関する技術検討委員会（第11回）（2026年4月）

高速道路の構造物の健全性



12

出典：高速道路の資産の長期保全及び更新の在り方に関する技術検討委員会（第11回）（2026年4月）

高速道路の構造物の健全性
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出典：高速道路の資産の長期保全及び更新の在り方に関する技術検討委員会（第11回）（2026年4月）

橋梁の健全度Ⅲ評価の特徴把握
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3．コンクリート橋の劣化事例
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コンクリート床版の変状
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上鉄筋面に観察された層状剥離

上鉄筋面の
層状剥離

主筋 配力筋

コンクリート床版の変状
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桁掛け違い部の変状
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ＰＣ橋の変状
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ＰＣ橋の変状
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4．点検・モニタリングの取り組み
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○省令に基づく定期点検等を実施し､適切な維持管理サイクルを継続している
○変状事例を収集し､分析することで劣化に対する知見の蓄積を進めている

（出典：https://corp.w-nexco.co.jp/activity/safety/koushin/conservation.html）

高速道路の維持管理サイクル
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点検補修管理システム（点検～補修までの情報一元管理）

点検補修管理
システムへ登録

≪補修実績の蓄積≫

補修工事

点検補修管理
システムへ登録

≪点検データの蓄積≫
≪補修計画の立案≫
≪報告書作成≫
≪見える化≫

損傷の評価・判定

□個別判定
個々の変状の程度や第三者等被害への影響度を把握・評価

□健全度評価
個別判定の結果に基づき、変状が構造物の機能に及ぼす
影響を評価

日常点検≪毎日≫

定期点検≪１回/年≫

詳細点検≪１回/５年≫

点検の実施
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高速道路のDX (NEW ACE DXs) NEXCO West Advanced Challenge and Evolution 
will drive DX strategy）
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高速道路の保全におけるDX
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高速道路の保全におけるＤＸ

ＤＸの取組み（機械化、自動化、システム化、マップ化）
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高速道路で活用している主な点検支援技術

■高解像度カメラによる点検技術

橋梁等のコンクリートの「ひび割れ」「エフロレッセンス」などの外観変状を高解
像度カメラを用いて自動撮影し、自動検出を行うシステム（AutoCIMA)。点
検の効率化・高度化を図ることができる。
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高速道路で活用している主な点検支援技術

自動検出ソフトを内蔵したカメラで撮影。損傷箇所を色で判別

● カメラの一体化とAI診断の導入

■赤外線カメラによる点検技術

コンクリートの「はく離」「浮き」を遠望非接触にて赤外線法により抽出する技術。
昼夜問わずの点検が可能であり、第３者被害の防止と効率的な点検を支援。
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高速道路で活用している主な点検支援技術

■ドローン（UVA)による点検技術

高橋脚や河川高架橋など、近接が困難な橋梁に対して適用。従来は点検に
足場やロープアクセスを実施してたが、ドローンを適用することで、点検費用
の縮減可能かつ安全性も向上。



29

高速道路で活用している主な点検支援技術

■リアルタイム動画点検による効率化

打音不要箇所における近接目視点検の代替え手法として、 UVA等から転送
されるライブ映像を見ながら点検を実施。
現地で変状判定まで実施するため、外業は増加するが内業作業が減少。
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■橋梁床版上面の変状調査

高速道路で活用している主な点検支援技術

・計測車両の前方に赤外線サーモを設置し、走行撮影（ 80～100km/h ）
により得られた赤外線画像から変状部を抽出して橋梁の床版上面の健全性
を判定
⇒床版調査の効率化、床版劣化範囲・健全度評価の精緻化

打音結果

赤外線結果
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■トンネル覆工点検システム

高速道路で活用している主な点検支援技術

・高速走行で覆工の撮影が可能であり、交通規制が不要
・ひび割れを自動抽出し、トンネル覆工の健全性把握が可能
⇒点検費用の縮減および安全性も向上

トンネル覆工撮影状況 ひび割れ自動抽出
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5．高速道路リニューアルプロジェクト
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特定更新事業 概要

（R7.4.11 長期保全委員会（第10回）資料から引用） （R6.1.16 国土幹線道路部会資料から引用）

〇 維持管理・老朽化対策の取り組み（特定更新事業）
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特定更新事業 概要
〇先行更新事業

〇後行更新事業

出典：東・中・西日本高速道道路の更新計画について（平成27年1月15日）

出典：NEXCO(東・中・西日本高速道道路)の更新計画（概略）について（令和5年1月31日）


